
都市住 民による農作物栽培 を活か した

住 宅地 内空閑地のマネ ジメン ト手法の提案

研究代表者  栗 田 英治 ((独 )農研機構  農村工学研究所

農村環境部 景域整備研究室 主任研究員 )

共同研究者  寺 田 徹 (日 本学術振興会特別研究員 DC,

東京大学大学院 新領域創成科学研究科 )

連携・協 力 新保奈穂美 (東 京大学大学院  新領域創成科学研究科 )

[研 究報告要 旨 ]

人 口減少や都 市 の縮退 に ともない ,都 市郊外部 においては,増加 す る住宅地

内空閑地 の管理 が課題 となってい る。一方で,同 地域 では,高齢者 を中心 とし

た都 市住民 による農 作物栽培 を通 じた未利用地 の管理・活用 が広 が ってい る。

本調査研 究では,都市住 民 による農 作物栽培 を取 り上 げ,そ うした活動 を活

か した住宅地内空閑地 のマネ ジメン ト手法 を提案す ることを 目的 とした。 具体

的 には,空 中写真判読等 に もとづ く空閑地の分布 と,空 閑地 を含 む住宅地の属

性 を明 らか に し,空 閑地の活用 の観 点か らみた住宅地 の タイプ分 けを実施 した。

一方で,都 市住 民 の参画 に よって実施 されてい る農作物栽培 のパ ター ンの整理

を行 った。 両者 の結果 を組 み合わせ るこ とに よ り,複数 の都 市住 民 に よる農作

物栽培 を活 か した空閑地 のマネ ジメン ト手法 を提案 した。

埼玉県北本市 を調査対象 に設 定 し,市 内に立地す る 940の 空閑地 を抽 出 した。

空閑地 を含む住宅地 の属性 につ いては,町丁 目に着 目し,社会的 な特徴 として

住民の年齢別人 口構成 ,土 地的 な特徴 と して農地 の 占める割合 を明 らかに した。

結果 ,主 体 の面で 「高齢者 中心」,「 全世代」,活用す る土地の面で 「農 地連携」,

「空閑地単独」 の組み合 わせ か らな る 4つ の空閑地の活用 の観 点か らみた住宅

地 タイプ を得 た。

都 市住 民 による農作物栽培 のパ ター ンについては, 日本 国内の市民農 園 を中

心 とした取 り組み ,オ ース トリア・ ウィー ン市 にお けるクライ ンガルテ ン政策

に着 目し,両者 の運営 。管理上 の特徴 を整理 した。市民農 園では,農 園利用方

式 による利用者組織 を有す る市民農 園の運営・管理 のあ り方が,住 宅地内の空

閑地 をマネ ジメン トしてい く上で有効であるこ とが示唆 され た。 クライ ンガル

テ ンでは,都 市住 民の もつ多様 なニーズを許容す る一方で管理 の徹底 を実現す

る,体系だつた法整備 お よび組織整備 が,住 宅地 内の空閑地マネ ジメン トに有

効であるこ とが示唆 され た。


